
まちづくり協働会議全体会議
　　　　　　　　平成21年11月11日（水） 19:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倶知安町役場　３Ｆ　会議室　　　　　
参加者  　　　　　　　　　　
柏谷匡胤、安藤敏浩、大代貴輝、

佐藤裕、本田哲、
國枝弘二、山崎隆史、松井清美、

野中美智子、西村富英、田川勇一、

関口課長、文字係長、山崎主事、
倉坂主事
北海道建設新聞社　塩原記者
◎各グループからの報告
　○「まちの魅力再発見」グループ（國枝さんから）

　・町内にある面白いもの（珍しいもの）等を色々と探した結果、まちなかにある様々な種類の「じゃが太くん」を取り上げることになった。
　　成果については町ＨＰを参照。（掲示板方式でコメントを記載。住民からの書き込みも可能な形式、地図情報も）

　・じゃが太以外にも、例えば「いろんな形のホームタンク」をはじめ、「倶知安ならではの驚きのもの」の情報収集を行っている。
　・今後については、今までのテーマの緩やかな継続と、別の取組、例えば「じゃが太の新商品提案」だが、まちの駅とも協議の場を持って新たな提案を行うことに結びつけられたらとも考えているところ。
　・取組を通じての感想であるが、情報をどう広めるか、住民からの反応をどのようにして集めるかが課題であると感じた。
　→今後、情報が蓄積されていく中で、それをどう活用していくのか？「面白マップ」のような紙媒体で配布するとか。（本田さん）
　→「じゃが太マップ」を作って、住民にじゃが太探しをしてもらうのも面白いと思う。（國枝さん）
　→この会議以外でも色々な方に活用してもらえれば良いと思う。（文字係長）

　→携帯で見られるようになれば良いと思う。探し回ってもらうのなら、簡単なものでいいから携帯用のマップがあれば便利。（柏谷さん）

　→色々な刊行物に掲載されれば「じゃが太」の存在がよりメジャーになる。「じゃが太＝倶知安町」のようなイメージが定着し、それがブランドとなって町へ来る人が増えたり、関連商品が売れたりすれば理想的だと思う。（本田さん）
　→町で管理しているじゃが太の様々な画像（ＪＪＧａｌｌｅｒｙ）を「じゃが太テンプレート」としてＨＰにでも載せて欲しい。

　→じゃが太の切手を作成してはどうか。
　○「施設の有効活用」グループ（柏谷さんから）

　・有効活用を検討していくにあたり、空店舗の活用や不動産空室情報等を一元的に管理・提供する窓口的なものも検討してみたが、商売が絡んでくると種々の問題も出てくるので、今回は情報提供にとどめた。

　・成果品は町ＨＰ、広報折込で公表したとおりであるが、施設側へのアンケート及び施設を利用する側（一般住民）へのアンケートも行った上で、作成したものである。利用目的や料金表示等については注意を払った。（特に民間施設）
　
・取組を通じて感じたことであるが、既にある施設でも利用できるものがそれなりにあるのに、知らない人が意外と多かった。（地域会館や寺院、ボンボン等）

　・これを見た人が「うちの店も是非掲載して！」のように反応してくれたら嬉しいことである。（掲載情報についても今後、随時更新していく予定）

　→「いいものができたね～」と友人が語っていた。（松井さん）

　→今回の成果品の掲載施設については、特に目新しいものではなく、役場でも把握している情報が多いが、それを「わかりやすく一覧にしてみる」という発想が行政には欠けていた。（文字係長）

　→公表する時に、今回のようにカラーにしてみる、見やすいイラストを入れてみるといった細やかな気配りは重要である。「見てもらえるような工夫」（柏谷さん）
◎まちづくり協働会議の今後の方向性
・総合計画策定の時から「協働のルール作り」という言葉は出ていたが、いまだに確立できていない。少しでも近づけたらと考えている。
　そのために具体的に何をしていくか？ということで、「まず身近なことから取り上げてみる」ということをたたき台として挙げてみた。
　また、今後、取組を進めていく上で人数を増やしていくことは必須である。

　みなさんからのざっくばらんな意見を伺いたい。（山崎会長）

・まず２つのグループで一定の成果が出たので、次は少しハードルを上げて中期的な課題に取り組んでみてはという話が先日の打合せで出たところ。
　資料についてはあくまで例示である。（本田さん）

・人集めについては、１月の町広報紙で特集組んで（今までの成果や今後の取組等）

　募集をかけてはどうか？という話も出ていた。（本田さん）
・広報紙を待たずに、現在自分たちが参加している会合などで「協働会議でこういうことをやりました！（今回出した成果を活用して）」等ＰＲして、そこから何人か来てもらうという方法も良いのではないか。（柏谷さん）
・「次のテーマ決めてから人数集める」、「まず人数集めて、その後テーマを決定」
　どちらの方法がいいか？

　人数集めるのにはある程度、題材の具体性がないと難しい気もする。

　何個か題材を提供して打診してみてはどうか。（山崎会長）

・資料の「仕組み作り」という表現があるが、この会議は「仕組み作り」のための集まりではないと思う。（柏谷さん）

・評価（指標作り）についてだが、役所だけでなく民間の視点も入れることが非常に重要と考えている。（文字係長）
・行政が行っていることに対しての住民の「点検」という意味もある。（山崎会長）

・協働会議は「住民が主役となって」総合計画の実行をしていく一つの形であると思う。（本田さん）

・「協働のルール作り」というのは、他町でいえば「まちづくり基本条例」があるが、行政だけでなく住民も一緒に関わっているという担保を取るという考えもある。（文字係長）

・協働会議での成果が行政への仕事につながる（影響を与える）という流れができれば。（西村さん）
・建築士会で後志管内のバリアフリー度を調べたことがある。一例ではあるが、そのようなことを協働会議で検証してみて、その結果を役場に投げかけてみるのも一つ（佐藤さん）

・住民要望はあっても、それが役場で反映されているのか疑問に思う。

　ただ、立ち消えになっていることもある気がする。

　それが目に見えてくるようにすることも「参画」といえるのではないか。（西村さん）

・今の話を聞いていると、「協働のルール作り」というのを今後のテーマに設定してみてもいいのではないか。（柏谷さん）

・人集めの方法だが、新しい人が参加しやすい態勢作りが必要。まずは文化活動団体やスポーツ団体等に打診してみるのもいい。（西村さん）
・「団体から何人出してくれ」というより「知り合いの人」を連れてきて人数を増やしていけたら（山崎会長）

・今回出した成果と、基本計画（総合計画の）に載っていることを示した上で、まずは団体から打診してみる。その後、具体のテーマを決定していけばいいのでは。（本田さん）

・「趣旨に賛同する」人に参加してもらいたい。（佐藤さん）

・旭ヶ丘のシバザクラの時は１３０人くらい集まった。どうやって集めたのか？（野中さん）

・あの時は団体に声をかけて集めた。（西村さん）

・まちづくりに関わりたいという人はけっこういると思う。（本田さん）

・町の総合計画が企業活動、民間活動問わず自分達の生活につながっていることはある。「町の運営に携わっている」という意識を持ってもらうことは重要。（國枝さん）

・総合文化祭に行ってみたがエネルギーに圧倒された。趣味的な感覚で集まってきてくれる人もいるのではないか。（松井さん）

・「食わず嫌い」な面はあると思う。まずは「１回来てもらう」こと。（西村さん）

・人を増やすのに、町広報、ＨＰも一つの方法ではあるが、やはり「人から人へ」というのが一番重要。

　また、開催場所についても役場会議室ではなく、他の場所でやる方が抵抗感なく来てもらえるのではないだろうか。（本田さん）

・役場以外の場所で仲間を集める場所、成果をＰＲする場所を検討してみる。（柏谷さん）

・最初はある程度の強制（この団体から何人出してくれ）も必要であると思う。

　「知り合い」だけで集めるのは限界があるのではないか。（大代さん）

・５年前に完全な民間組織で「倶知安観光戦略会議」というのを立ち上げた。

　新聞折込で５名も応募があった。

　「役場がメイン」というイメージを取られると集まってこないかも。（本田さん）

・「無関心」な人が非常に多い。こちらから導いてやらないといけないこともあると思う。「１回来てみてくれ」というような。（大代さん）

・「住民ニーズが反映されない」という考えが蔓延している気がする。実際に成果を見せてあげることで、そのような人の意識が変わっていけばと思う。

　そういった意味でもこの協働会議の存在は重要である。（安藤さん）

・まずは新しく来てもらう人達にプレゼンする場を設ける。（文字係長）

・次回までに自分が基本計画に書かれている中で「こういうことをやりたい！」というものを考えてきてほしい。（山崎会長）

・「まちづくり協働会議」というネーミング含め、新しい人が入りやすい環境を作るべき。人を集めることを考えれば、最初は「まちづくり」に縛られなくてもいいと思う。（大代さん）

・次回　１１月１６日（月）１９：００～　場所：陽だまりに決定。
　　　　　「人集めの方法、開催場所等について再検討」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


